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近年，Google Mapsなどの地図アプリケーションの普及により，ユーザは目的地までの経路や周辺
情報を容易に取得できるようになった．一方で，地図操作に不慣れなユーザには個々の利用目的に応じた
情報を十分に提示できないといった課題も残されている．
本研究では，大規模言語モデル（LLM）を活用してユーザの操作履歴や発話などからニーズを推定し，
それを反映した略地図の自動生成を目指す．これにより，ユーザに適した情報の取得・提示が考えられる

背景

手法

LLMでユーザの地図操作からニーズを推定し，略地図の個別最適化を目指す

LLMで操作履歴からユーザ特性を推定し地図表現を自動生成する事例

まとめ

本研究では枠組みを提案し，いくつかの略地図生成例を示した結果，LLMだからこそ実現できる表現が
ある一方で，LLMには対応が難しい事例が存在することが示唆された．今後の課題として，⑴ ニーズ推定
の推定精度を高めるモデル改善や，⑵ LLMによる操作列認識の正確度の統計的評価 ⑶ ニーズ推定の
リアルタイム処理やマルチユーザー環境における運用について検討を進める．

LLMによる略地図生成の可能性と課題


	スライド 1

